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Abstract 

Salt-damaged soils are reducing the amount of soil available for agriculture around 

the world. Previous studies have shown that calcium can improve this salt-damaged soil. 

However, the problem is that very costly. We focus on a method of increasing the porosity 

of the polluted soil by mixing woodchips into the soil. The results did not find any 

regularity between woodchips and soil, but did show that woodchips increase the 

efficiency of salt discharge. 

 

1. はじめに 

地震による津波、暴風による高波、地下水の組み上げ、現在こういったことが原因とな

り世界中で「塩害」というものが問題となっている。この塩害とは、地中の土粒子に塩化

ナトリウムイオンが付着することであり、この塩害に侵された土壌は農業用に使うことが

できないため農業用の土壌が年々減少しているといった報告もある。先行研究より、この

塩害に侵された土壌の改善をするには土壌に大量の水を流すことで塩分を洗い流すか、土

壌にカルシウムを加えることが有効とされている。前者は莫大な量の水が同時に必要であ

るためあまり現実的ではなく、後者も生物由来のものと化学的なものの二種類どちらも塩

害土壌に有効であることが分かっているものの、コストがかかると思われる。そこで我々

は、自然に存在している木材を使った改善法に着目し、より安価でより簡単で、より再現

性の高い塩害土壌の改善を目指そうと考えた。 

 

2. 研究方法 

先行研究を参考にし、土の中にウッドチップや石などを混ぜることによって空気の通

る隙間を作り、空隙率を上昇させることで水を流した時の塩分排出効率上昇を図るとい

う仮説のもと実験を行う。 

土の中に対象の物を混ぜ込み、数日置いて乾燥させた後水を流し、流れ出てきた水の

塩分濃度を計る。 

 

 



3．研究課程と実験結果 

（１）まず初めに、ウッドチップを塩害土壌に加えることで塩害土壌を改善できるという

先行研究の結果を実証するために以下の実験を行った。 

土 100g と３%食塩水 50g を混ぜた物と土 100g と３%食塩水にウッドチップ 15g を

混ぜた物を用意し、数日置いた後に同じ量の水を流して塩分排出量の差を比べた。

先行研究に基づくのであればウッドチップを入れた方が塩分排出量は多くなるはず

だったがが、入れなかったものが 0.53%で、入れたものが 0.38%と、ウッドチップ

を入れなかった時の数値が入れた時よりも高くなるという先行研究と矛盾する結果

になった。 

 

（２）ウッドチップの量によって塩分排出量は変わるのかどうかを調べるため、以下の実験

を行った。 

200g の土に 100g の３%食塩水を混ぜてポットに詰め、それを試作品５、６、７、

８の４つ作る。そのうち試作品５、６、７にはウッドチップをそれぞれ 20g、

40g、60g 混ぜ込む。土を詰める際、ビーカーの底を使って土を押しつぶし、ポッ

ト内の密度を上げる。1 週間ほど経ったのち、それぞれのポットに水を流して流れ

出てきた液体の塩分濃度を計り、塩分排出量を調べる。 

図 1 木材チップを加えた際のプランターの様子(左からウッドチップを 20ｇ、40ｇ、60ｇ加

えていったものになる) 

 

6 月５日、実験当初は流す水の量を 150g としていたが、少なすぎて水が流れ出て

こなかったため、のちに 300g に変更した。 

また、期間が長すぎて土にカビが繁殖したため、行った実験の翌日にまた実験を行

ったところ、乾燥していないため水が流れないという問題が発生し、2 週間に変

更。 

結果にばらつきが出てしまい、整合性のある結果が出なかったため、再度実験を見

直すこととした。 

 

 



表 1 実験 2 の結果（ウッドチップが 20ｇのものが 5 号、40ｇが 6 号、60ｇが 7 号、何も加えないもの

を 8 号） 

 

 

（３）これまでの実験では先行研究が塩害土壌の改善後にウッドチップが腐敗し、そのま

ま土壌の養分となることを考慮してウッドチップを使っていたために我々もその方

法で実験を行っていた。しかし塩分排出量の測定だけの 1 週間という短期的な実験

ではチップが腐ることはない上、我々の研究の目的がウッドチップを使用したこと

による養分の供給というわけではなく、空気の隙間の確保であるため、ウッドチッ

プである必要がなかった。 

そこで、ウッドチップと体積のあまり変わらない石を使うこととした。また、実験

2 による反省を活かし、水を流す迄の期間を一週間で統一させ、排出させた水を濾

過し、測定する液体の濃度を均一にした。 

 

表 2 実験 3 の結果（石 10 個が 5 号、15 個が 6 号、20 個が 7 号、何も加えないのが 8 号） 

 

4．考察 

実験１，２は梅雨の時期であったことや、測定の間隔がまばらになってしまったこと

が原因となり、信頼性の高いデータを取ることが難しかった。それでも、全体的なデー

タを集計してみると、塩分排泄率は上昇ののちに急激に低下し、その上何も処理を加え

ていないもののほうが塩分排泄量は高いという結果となった。つまり、ウッドチップの

量を増やすことで塩分排泄量が増えるが、増やしすぎると逆に塩分排泄量は減少すると

いうことが分かる。 

またこれは、実験 3 において石をウッドチップの代わりに使用したときでも一度同様

の結果となっている。しかし、石を加えるに連れて塩分排泄効率が急激に下がっていく

という結果も出ている。 

これは、ウッドチップや石を加えることによって空気の隙間が増え、空隙率が上昇す



ることで同じ水の量であっても水とともに流せる塩分の量が増えるというのがこの研究

の根本であったわけだが、空気の隙間を作りすぎることで水の流れる速度が速くなりす

ぎ、それによって水を流した際に十分に塩分を取り除くには至らなかったのではないか

と考えられる。 

また、今回使用した石は家庭の園芸用のものであり、表面の凹凸、くぼみなども多

い。ザラザラとしているとはいえ表面に目立った凹凸の少ない木材チップと比べて混ぜ

る過程でその凹凸の部分に土が入り込み、空隙率を低下させてしまっていたと思われ

る。また、今回実験 3 を行うに当たって、石の成分やその大きさなどが皆均等であると

は言えない。そういった点がこの実験の再現性を著しく下げていると言える。 

さらに、今回測定した結果は実験ごとに濃度が 10%や 20%も変わっていた。どの実

験であっても加える食塩水、土壌、流す水を同じにしている以上実験ごとの数値はほと

んど変わらないはずなので、塩分排泄効率の変化に空隙率以外の要因があるとも考えら

れる。 

 

5．今後の課題 

今回の実験を通して、様々な課題が見つかった。まず、ウッドチップを使った場合と石

を使った場合の数値の変化の差は何が原因なのかを究明すること。また、その他の素材を

混ぜた時のそれぞれ塩分排泄効率も調べていきたい。 

  さらに、今回の研究では 1度の実験における実験個体数が少なく、完全に同じ条件下で

の実験を行うことができなかった。そのため、1 度の実験個体数を増やし、それらの平均

を求めることで、実験結果の再現性と信憑性を高めたい。 

 次に、今回の実験において、ウッドチップや石の形や土壌を入れていたポッドの形によ

る実験結果に及ぼす影響というものは一切考えていなかった。そのため、ポッドの形やウ

ッドチップ、石のくぼみの形、ウッドチップが流れてきた水を吸水する可能性。こういっ

たことが塩害土壌の改善にどれだけの影響を与えるのかを調べていきたい。 
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